
データでみる
滋賀の男女共同参画の現状と課題

滋賀県 商工観光労働部 女性活躍推進課

令和７年１月版

資料６



１ 男女間の暴力や困難を抱える人々
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ＤＶ・デートＤＶの認知度は前回調査よりも増加しているが、デートＤＶの内容まで知っている人の
割合は47.0％にとどまる。
またＤＶの相談先を知っている人の割合は56.2％。

ＤＶ・デートＤＶ・相談先の認知度
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出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」



子ども・若者の９割以上がインターネットを利用。どの学年でもインターネットの利用状況は増加
傾向である。

子ども・若者の９割以上がインターネット利用
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出典：令和５年度 青少年のインターネット利用環境実態調査 こども家庭庁
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フィルタリングを使っている保護者の割合は44.2％にとどまる。

フィルタリングを使っている保護者の割合
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出典：令和５年度 青少年の
インターネット利用環境実態
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女性で「直接経験したことがある」が11.1％と、男性より多くなっている。

１割を超える女性がDVを直接経験

夫婦や恋人など親しい人間関係の中で起こる暴力の経験（滋賀県）

直接経験したこと
がある

直接経験したことはないが、自分
のまわりに経験した（している）人
がいる

直接経験したことはなく、自分のまわり
に経験した（している）人もいない

5出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」



ＤＶに関する配偶者暴力相談支援センターへの相談件数は、令和２年度に1,000件を超えて
から、 高止まりの状態。

減らないＤＶ相談

出典：滋賀県子ども若者部子ども家庭支援課

配偶者暴力相談支援センターにおける
ＤＶ相談件数の推移（滋賀県）
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（件）

警察署における相談件数（滋賀県）

出典：滋賀県警察本部調べ

（件）

ＤＶ防止法第６条による通報を受けた件数（滋賀県）
（件）
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相談受理件数（令和５年度） 計

滋賀県中央子ども家庭相談センター 300

滋賀県彦根子ども家庭相談センター 193

県立男女共同参画センター 844

計 1337
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男女共同参画センターの男女共同参画相談において、男性の相談件数は増加傾向にある。

男女共同参画相談の男性からの相談は増加傾向

総合相談の件数推移（男女別）
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性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖SATOCOにおける相談支援件数は増加傾向

性暴力被害の相談支援の増加

出典：県民活動生活課調べ

性暴力被害者総合ケアワンストップびわ湖SATOCOにおける相談支援件数
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ひとり親家庭の世帯数の推移（滋賀県）

母子家庭数は平成30年までは増加傾向にあったが、令和５年度は平成30年から1,565世帯
の減少。母子家庭の母の年間就労収入の平均は令和５年度調査で平均250万円であり、200
万円未満の世帯が母子家庭全体の39.2％を占める。

就労収入200万円未満の母子世帯が４割弱

出典：滋賀県「令和５年度滋賀県ひとり親家庭等生活実態調査」
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人工妊娠の中絶件数は減少傾向であるが20歳未満の件数は全体の１割程度を占める。

20歳未満の人工妊娠中絶件数は全体の１割程度
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人工妊娠中絶件数(滋賀県)
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男女ともに平均寿命と健康寿命に差がある。

平均寿命と健康寿命には差がある
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滋賀県の平均寿命および健康寿命（平均自立期間）の推移



２ 政策・方針決定過程への女性の参画
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まだ少ない女性管理職
滋賀県の管理職に占める女性の割合は、１４．４％で全国３7位

まだ少ない女性管理職

順位 都道府県名 割合

1 徳島県 19.6%
2 高知県 18.0%
3 青森県 18.0%
4 東京都 17.9%
5 京都府 17.7%
6 福岡県 17.7%
7 熊本県 17.6%
8 大阪府 17.0%
9 鳥取県 17.0%

36 北海道 14.4%
37 滋賀県 14.4%
38 石川県 14.3%
39 静岡県 14.1%
40 福井県 13.7%
41 千葉県 13.7%
42 秋田県 13.5%
43 埼玉県 13.5%
44 富山県 13.3%
45 岐阜県 13.2%
46 新潟県 13.1%
47 長野県 12.7%

出典：総務省統計局「国勢調査時系列データ」、「国勢調査」

管理職（会社役員、管理的公務員等）に占める女性の割合
（全国・滋賀県）
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まだ少ない女性管理職

出典：総務省統計局「令和４年就業構造基本調査」



管理職につく女性が少ない理由としては、仕事と家庭の両立の困難さや、男性優位の意識な
どが多く挙げられている。

管理職につく女性が増えない背景

15出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」
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全体では、「地域社会」が不平等を一番感じるところになっている。

日常生活での男女の不平等

日常生活で男女の不平等を一番感じるところ（滋賀県）

16出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」
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様々な分野における女性の参画が少しずつ進んでいるが、まだ十分な状況となっていない。

様々な分野での女性の参画状況

様々な分野での女性の参画状況（滋賀県）
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出典：
市町議会、市町管理職、市町附属機関、自治会長、
小PTA代表、中PTA代表は
令和５年９月時点
市町における男女共同参画推進状況より
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形成又は女性に関する施策の推進状況より

小学校長、中学校長、高等学校長は
令和５年５月時点 令和５年度学校基本調査より
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大学等進学率の推移
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女性（滋賀県）

女性（全国）

男性（滋賀県）

男性（全国）

出典：内閣府「令和６年版男女共同参画白書」

大学（学部）及び大学院（修士課程、博士課程）
学生に占める女子学生の割合

（専攻分野別、令和５（2023）年度）
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３ 女性の働き方や就労形態
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滋賀県の無職女性のうち約５万人、２５～４４歳では無職女性の約67％の約２万人が
就労を希望している。

女性の潜在的な就労希望
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女性の有業者に占める正規の職員・従業員の割合は全国より低く、パート・アルバイトの 割合
は全国よりも高い。

女性の非正規雇用の多さ
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出典：総務省統計局「令和４年就業構造基本調査」
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「条件が合えば希望する」と「希望する」をあわせた『希望する』が73.2％。男女ともに７割を超え
る。

正規雇用を希望する割合
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出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」

非正規の職員等のうち正規の会社員・職員・従業員として働く意向について
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女性では、「妊娠・家事・育児・介護等家庭の事情で、フルタイムや残業、休日出勤などの働き
方が難しいため」が最も多く48.0％。

非正規雇用で働く理由

出典：滋賀県「令和６年度男女共同
参画社会づくりに向けた

県民意識調査」

※太字は上位３つ（「その他」を除く）、下線は最上位

［複数回答］ 県全体(N=328) 男性(N=74) 女性(N=254)

妊娠・家事・育児・介護等家庭の事情
で、フルタイムや残業、休日出勤などの
働き方が難しいため

39.6 10.8 48.0

家庭の事情以外の理由で、フルタイムや
残業、休日出勤などの働き方が難しいた
め

20.1 14.9 21.7

正規の会社員・職員・従業員の仕事に自
分でもできる仕事があるか自信がないた
め

15.5 12.2 16.5

社会保険料や配偶者控除を考えて収入を
抑えたいため（扶養の範囲内で働きたい
ため）

13.1 8.1 14.6

働いている（または働いていた）職場で正規

の会社員・職員・従業員になりたかったが、

制度がなかった、または断られたため

12.2 18.9 10.2

家事、育児や介護・看護について、配偶
者（パートナー）等家族の協力が得られ
ないため

10.7 0.0 13.8

転職活動をしたが採用されなかったた
め、または採用されなさそうであるため

8.8 17.6 6.3

子どもが放課後過ごす場所が確保できな
いため

6.4 0.0 8.3

配偶者（パートナー）等家族が正社員で
働くことに肯定的でないため

4.3 0.0 5.5

介護・看護の施設やサービスが利用でき
ないため

1.8 2.7 1.6

正規の会社員・職員・従業員での就職に
向け、現在転職活動中である

0.1 0.3 0.0

保育施設や保育サービスが利用できない
ため

0.0 0.0 0.0

その他 0.1 0.3 0.1

単位：%
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子が出生しても47.3％の女性が働き続けることを理想としているが、実現した女性は37.2％。

女性の就労継続 理想と現実の乖離

出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会
づくりに向けた県民意識調査」女性が考える働き方の理想
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仕事を一時やめ、その後、パートタイム
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結婚後、仕事を持っていない

仕事を一時やめ、その後、自営業の職に就

いた

仕事を一時やめ、その後、フルタイム（正

規の職員・従業員）の職に就いた

仕事を一時やめ、その後、フルタイム（非

正規の職員・従業員）の職に就いた

その他 N=758
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子育ての時期だけ仕事を一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける

子どもができるまで仕事を持ち、子どもができたら仕事を持たない

結婚するまで仕事を持ち、結婚後は仕事を持たない

仕事を持たない

その他
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結婚するまで仕事を持ち、結婚後は仕事を持たない

仕事を持たない

その他

子育てを始めた女性の働き方の現実
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マザーズジョブステーションの認知度は低い。

マザーズジョブステーションの認知度

出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会
づくりに向けた県民意識調査」

【女性の年齢層ごと】

【全体】
『認知
度』
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近江八幡は知っているが、草津駅前は知らない

両方とも知らない
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出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料



出典：雇用の分野における女性活躍推進に関する検討会 報告書 参考資料
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マザーズジョブステーションの認知度は低い。

起業家のうち女性の占める割合

出典：就業構造基本調査
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起業家のうち女性の占める割合20.7％
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４ 男女のワーク・ライフ・バランス

34



男女ともに「仕事とプライベート・家庭生活を両立」することを理想としているが、現実には多くの
男性が「仕事に専念・仕事を優先」している。

働き方の理想と現実

35出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」

生活の中での「仕事」と「プライベート・家庭生活」のバランス
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男性が家事、育児、介護等に参画するためには、夫婦間でのコミュニケーションや休業の取りや
すい環境整備などが求められている。

男性の家事・育児・介護等の参画に必要なこと

36
出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」

［３つ以内で複数回答］

56.2 

45.6 

35.5 

28.3 

25.5 

13.3 

10.7 

2.9 

2.2 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性も育児や介護の休業を取りやすい環境にすること

男性が家事などを行うことに対する男性自身の抵抗感を

なくすこと

社会の中で、男性による家事、育児、介護についての評

価を高めること

年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等についての当

事者の考え方を尊重すること

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを利

用した多様な働き方を普及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

育児や介護を行っていく上での仲間がいること

その他

特に必要なことはない

(%)

N=2,376

男性が家事、育児、介護等に積極的に参加するために必要なこと
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（％）

女性の育児休業取得率は90％台で推移、男性の育児休業取得率は近年10～30％台と
増加してきたが、依然として男女差が大きい。
２週間未満の取得者数が４割弱。

まだまだ少ない男性の育児休業取得

育児休業取得率（滋賀県）

出典：滋賀県「労働条件実態調査」
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育児休業日数の内訳



５ 男女共同参画意識の定着

38



「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方について

「男性は仕事をし、女性は家庭を守るべき」という考え方に同感しない割合は74.2％と増加
傾向。明確に同感しない割合は10％以上増加した。また、同感する割合は、前回調査より
減少し、２割を切った。

固定的性別役割分担意識の状況

39
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「同感する」「どちら
かといえば同感す
る」の合計、『同感
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いえば同感しない」
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※2 平成14年度は
上記以外に「どちら
ともいえない」の選
択肢あり

同感しない※1

同感する※1

※2

※2

（％）

出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」



社会全体で見ると「男性が優遇」されていると感じる人は66.9％

男女の地位の平等感

40出典：滋賀県「令和６年度男女共同参画社会づくりに向けた県民意識調査」


